
　
あ
き
る
野
市
教
育
委
員
会
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま

で
の
３
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た

「
あ
き
る
野
市
教
育
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
教
育
基
本
法
に
定
め

る
教
育
振
興
基
本
計
画
と
し
て
、

ま
た
、
市
の
総
合
計
画
の
教
育
の

分
野
を
担
う
も
の
と
し
て
策
定
し

た
も
の
で
す
。

　
教
育
委
員
会
は
、
教
育
目
標
で

あ
る
「
人
が
育
ち
　
人
が
輝
く
　

あ
き
る
野
の
教
育
」
の
実
現
を
目

指
し
、
現
状
や
課
題
を
踏
ま
え
た

上
で
、
次
の
５
つ
の
視
点
か
ら
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
供
た
ち
が
、
こ
れ
か
ら
の
変

化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
力
強
く

未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
た
め

に
、
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む

教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
保
護

者
や
地
域
に
信
頼
と
安
心
を
与
え

る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
た
め

に
、
校
長
を
中
心
と
し
た
学
校
経

営
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
質
の
高
い
教
育
を
提
供

す
る
た
め
に
、
教
員
の
指
導
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

�　
児
童
・
生
徒
の
学
習
・
生
活
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
非
常
災
害
時

の
防
災
拠
点
と
し
て
学
校
施
設
の

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
適

切
な
維
持
管
理
や
整
備
を
進
め
ま

す
。

　
ま
た
、
学
習
を
支
え
る
環
境
の

整
備
や
小
規
模
化
が
進
ん
で
い
る

学
校
の
児
童
・
生
徒
の
教
育
環
境

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
市
民
一
人
一
人
が
生
涯
を
通
じ

て
い
つ
で
も
自
由
に
学
習
機
会
を

選
択
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
そ

の
成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
が

で
き
る
「
知
の
循
環
型
社
会
」
の

構
築
を
目
指
し
生
涯
学
習
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
が
生
涯
を
通
じ
て

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
健
全

な
育
成
は
、
社
会
全
体
の
責
任
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
が
持
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
力
を
生
か
し
て
い
く
た
め
に
連

携
・
協
力
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

あ
き
る
野
市
が
目
指
す

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
の
教
育

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ

　
く
む
教
育
の
推
進

視点１

視点４

学
校
教
育
環
境
の
整
備

生
涯
学
習
・
文
化
・

　
　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

家
庭
、
学
校
、
地
域
の

　
連
携
・
協
力
の
強
化

視点３視点５

学
校
経
営
力
・

教
職
員
の
資
質
の
向
上

視点２

あ
き
る
野
市
教
育
基
本
計
画

　
　
　
　
　
　
平
成
23
年
度
〜
25
年
度

教
育
目
標
　
基
本
方
針

●教育目標
　「人が育ち 人が輝く あきる野の教育」

●基本方針　
○人権尊重と社会貢献の精神をはぐくむ教育の推進
○豊かな人間性と創造性及び未来をひらく学力をは
　ぐくむ教育の推進
○生涯学習の推進と文化、スポーツ・レクリエーシ
　ョンの振興
○家庭、学校、地域の連携・協力の強化

●施策展開の５つの視点
○視点１　「生きる力」をはぐくむ教育の推進
○視点２　学校経営力・教職員の資質の向上
○視点３　学校教育環境の整備
○視点４　生涯学習・文化・スポーツの振興
○視点５　家庭、学校、地域の連携・協力の強化

●基本施策・推進計画
○34の基本施策（うち12が重点施策）
○150の推進計画

●５つの視点に沿った取組の方向
○15の取組の方向



　あきる野市教育委員会は、人権尊重と社会貢献の精神を基調とし、あきる野市民憲章に則してすべて

の市民が豊かな自然や伝統・文化に誇りをもち、生涯を通じて学ぶことのできる生涯学習社会の実現を

目指して教育行政を推進する。

　また、家庭、学校、地域がそれぞれの役割と責任を自覚し緊密な連携の下に、子供たちが、知性、感

性、道徳心や体力をはぐくみ、豊かな人間性と創造性及び未来をひらく学力を兼ね備えた市民として成

長し、「人と緑の新創造都市」あきる野市の発展に貢献することを期して教育を推進する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成22年８月決定

１　人権尊重と社会貢献の精神をはぐくむ教育の推進

２　豊かな人間性と創造性及び未来をひらく学力をはぐくむ教育の推進

３　生涯学習の推進と文化、スポーツ・レクリエーションの振興

４　家庭、学校、地域の連携・協力の強化

いじめ不登校ゼロへの挑戦（重点）

人権教育の推進

心の教育の推進

社会貢献の心を育てる教育の推進

環境教育の推進（重点）

伝統文化理解教育の推進

子ども読書活動の推進（重点）

国際理解教育の推進

学力向上対策の強化（重点）

体力向上に向けた取組

食に関する教育の推進

学校保健の充実

特別支援教育の推進（重点）

外国人児童・生徒への日本語指導の充実

小中一貫校への取組（重点）

学校施設・設備の整備

学校ＩＣＴの整備

小規模学校対策の推進（重点）

教育の機会均等などの確保

生涯学習活動の支援（重点）

生涯学習活動への市民参加の促進

社会教育施設の整備充実と有効活用適正利用の推進

市民スポーツの推進（重点）

市民文化の振興

文化財の保護と公開活用の推進

学校安全安心対策の強化（重点）

学校支援体制の強化（重点）

学校外活動・余暇活動の充実

地域ぐるみの青少年の健全育成の推進（重点）

｢おとなが手本のあきる野市｣運動の推進

家庭教育の支援

教育情報の提供

豊かな心をはぐくむ教育の推進

確かな学力をはぐくむ教育の推進

健やかな身体や体力をはぐくむ教育の推進

一人一人のニーズに応じた教育の推進

小中学校９年間を見通した一貫教育の推進

学校経営の充実

教員の資質・能力の向上

安全・安心な学校施設の整備

学習を支える教育環境の整備

いつでもどこでもだれもが

学ぶことができる生涯学習の推進

健全な心身をはぐくむスポーツの振興

市民文化の振興

郷土の理解を深める文化の保存と継承

地域社会における連携・協力体制の強化

地域社会における教育力の強化

特色ある学校づくりと学校運営の改善

教員の資質・能力の向上

視点１

「生きる力」を

はぐくむ教育の推進　

視点２
学校経営力・
教職員の質の向上

視点３

学校教育環境の整備

視点４

生涯学習・文化・

スポーツの振興

視点５

家庭、学校、地域の

連携・協力の強化

施策展開の5つの視点 取　組　の　方　向 基　本　施　策



豊かな言葉と考える力、や

さしい心をはぐくむ読書活

動を推進します

子ども読書活動の推進

自然に親しみ、自然を大切

にする心をはぐくむととも

に、地球環境の保全につい

て考え、行動できる教育を

推進します

環境教育の推進

相手を思いやり、互いに認

め合う心の教育を推進しま

す

いじめ不登校ゼロへの挑戦

子供に対する一貫性のある

指導を行うための小中連携

教育を推進します

小中一貫校への取組

障がいのある子供を含め

たすべての子供たちの教

育的ニーズに対応した教

育を推進します

特別支援教育の推進

基礎的・基本的な学力の定

着と向上を図り、子供の自

ら学び、自ら考える力を伸

ばすために、個に応じた教

育を推進します

学力向上対策の強化

東京多摩国体<スポーツ祭東

京2013>の開催とともに子

供から高齢者までスポーツ

活動等に親しむことができ

る施策を推進します

市民スポーツの推進

学習機会の提供と生涯学習

の成果を生かした市民との

協働による生涯学習事業を

推進します

生涯学習活動の支援

小規模学校が抱える課題に

対応するための取組を推進

します

小規模学校対策の推進

家庭・学校・地域・関係機

関が連携し、協力しながら

青少年の健全育成を推進し

ます

地域ぐるみの青少年の
　　　　健全育成の推進

家庭・学校・地域が連携し

た教育を目指し、保護者や

地域住民による学校支援の

仕組みづくりを進め、開か

れた学校づくりを推進しま

す

学校支援体制の強化

学校の安全・安心対策の徹

底を図り、子供たちが安全

に安心して生活できる学校

や地域づくりを推進します

学校安全安心対策の強化



　
１
月
13
日
に
平
成
22
年
度
東
京

都
教
育
委
員
会
職
員
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
、
五
日
市
中
学
校
の
橋
本

三
津
子
先
生
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
橋
本
先
生
は
、
長
年
に
わ
た
り

特
別
支
援
教
育
に
尽
力
さ
れ
て
お

り
、
特
に
、「
日
本
の
伝
統
・
文
化

理
解
教
育
」
の
一
環
と
し
て
、
音

楽
の
時
間
に
箏
の
演
奏
を
取
り
入

れ
、
楽
器
の
弾
き
方
だ
け
で
は
な

く
豊
か
な
感
性
や
礼
儀
作
法
も
身

に
付
け
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
指
導
を
受
け
生
徒

た
ち
は
、
音
楽
会
や
研
究
発
表
会

な
ど
様
々
な
発
表
の
場
で
の
経
験

を
通
し
て
、
共
に
学
び
、
共
に
演

奏
す
る
こ
と
の
喜
び
や
感
動
を
一

人
一
人
が
感
じ
、
自
信
と
誇
り
を

持
ち
、
生
き
生
き
と
学
校
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
特
別
支
援
教
育
の

教
育
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
給
食
課
で
は
、
３
つ
の
給

食
セ
ン
タ
ー
で
、
市
内
の
小
・
中

学
校
の
給
食
約
７
８
０
０
食
を
作

っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
法
第
二
条
に
定
め
ら

れ
て
い
る
学
校
給
食
の
目
標
に

は
、
健
康
の
保
持
増
進
の
み
な
ら

ず
、
伝
統
的
な
食
文
化
や
食
料
の

生
産
等
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
学
校

給
食
が
教
育
の
一
環
で
あ
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
あ
き
る
野
市
で
は
、
献
立
に
行

事
食
、
郷
土
料
理
、
世
界
の
料
理

な
ど
を
取
り
入
れ
、
日
本
の
伝
統

文
化
や
世
界
の
食
文
化
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
給
食
は
、
子
供
た
ち
が
毎

日
食
べ
る
も
の
な
の
で
、
安
全
安

心
で
あ
る
こ
と
が
大
原
則
で
す
。

あ
き
る
野
市
で
は
、
学
校
給
食
衛

生
管
理
基
準
に
沿
っ
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
、
日
々
の
調
理
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
加
熱
調
理
で

は
中
心
温
度
85
度
以
上
を
確
認
す

る
な
ど
、
衛
生
管
理
に
注
意
を
払

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
摂
取
基
準
に

は
、
児
童
又
は
生
徒
１
人
１
回
当

た
り
の
栄
養
摂
取
量
の
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
準
に

沿
っ
て
、
育
ち
盛
り
の
子
供
た
ち

に
必
要
な
栄
養
を
し
っ
か
り
と
摂

取
で
き
る
よ
う
に
献
立
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　
豆
類
や
海
藻
類
、
野
菜
類
は
、

た
ん
ぱ
く
質
や
食
物
繊
維
の
摂
取

源
と
な
り
、
体
の
成
長
や
、
体
調

を
整
え
る
役
割
を
し
て
く
れ
る
の

で
、
子
供
た
ち
に
積
極
的
に
食
べ

て
ほ
し
い
食
材
で
す
。
ま
た
、
骨

の
成
長
に
欠
か
せ
な
い
カ
ル
シ
ウ

ム
は
１
日
必
要
量
の
半
分
を
摂
取

で
き
る
よ
う
に
、
毎
日
牛
乳
を
つ

け
て
い
ま
す
。

　
成
長
期
の
栄
養
が
体
や
心
に
と

っ
て
な
ぜ
重
要
な
の
か
、
ど
う
い

っ
た
働
き
を
す
る
の
か
な
ど
を
き

ち
ん
と
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
学
校
に
出
向
い
て
給
食
時
間

に
栄
養
の
話
を
し
た
り
、
食
に
関

す
る
授
業
を
行
う
な
ど
食
育
指
導

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
季
節
ご
と
に
旬
の
食
材
を
多
く

使
用
し
、
給
食
だ
よ
り
や
各
学
校

で
給
食
時
間
に
放
送
し
て
も
ら
う

資
料
な
ど
で
紹
介
す
る
な
ど
、
食

に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
引
き
出

す
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
・
４
月
に
は
、
あ
き
る
野

市
特
産
の
野
菜
で
あ
る
、
の
ら
ぼ

う
（
菜
）
を
献
立
に
取
り
入
れ
た

り
、
五
日
市
で
収
穫
さ
れ
た
こ
ん

に
ゃ
く
芋
を
使
っ
て
作
っ
た
こ
ん

に
ゃ
く
を
田
楽
に
す
る
な
ど
、
地

場
産
野
菜
を
積
極
的
に
使
用
す
る

地
産
地
消
の
取
組
を
進
め
て
い
ま

す
。

　　
こ
れ
か
ら
も
安
全
安
心
で
お
い

し
い
給
食
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

学
校
や
保
護
者
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
工
夫
を
し
て
、
子
供
た

ち
が
楽
し
み
に
し
て
く
れ
る
よ
う

な
給
食
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

学
校
給
食
は
教
育
の
一
環

五
日
市
中
学
校
　

橋
本
三
津
子
先
生
が
受
賞

安
全
で
安
心
な

　
　
　
　
給
食
の
た
め
に

食
育
指
導

地
場
産
・
旬
の

　
　
　
　
食
材
を
使
っ
て

　給食費は児童・生徒の保護者が負担することとな

っており、食材料の購入のみに充てられていますので、

給食費の納め忘れのないようにお願いいたします。

　また、給食費の徴収率も年々上昇し、表のような

推移となっています。

＊給食費について＊

徴収率年　度

９５.５％

９６.４％

９５.８％

９５.７％

９６.１％

９７.１％

９９.３％

９９.６％

９９.５％

平成１３年度

平成１４年度

平成１５年度

平成１６年度

平成１７年度

平成１８年度

平成１９年度

平成２０年度

平成２１年度
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